
２０２０年度 事 業 報 告 書 

 

特定非営利活動法人で・あ・い 

Ⅰ．事業期間 

  ２０２０年４月１日～２０２１年３月３１日 

 

Ⅱ．事業の成果 

 ２０２０年度の事業は、障害者市民、高齢者市民の人権擁護、人権啓発のための活動を主流として

いき、障害者市民、高齢者市民の地域生活の充実を図るとともに、障害者市民の人権、差別とはなん

なのか？差別をなくすためにはどうすればいいのか？みんなが幸せになるために私たちにできること

は？を基本に活動を行ってきました。 

本法人が主たる事業としている障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援するための法律に基

づく障害福祉サービス生活介護事業ですが、２０２０年はこれまでの１３人の利用者の方々と 7 月か

ら 1 人の女性の利用者の方が増えました。しかしながら新型コロナウィルス感染防止のため様々な活

動が中止を余儀なくされ、支援活動、生産活動に大きな影響をうけることとなりました。マスクの着

用、手洗い、消毒、検温、室内の換気、複数の方々が触れる場所の消毒、食事の際のパーテーション設

置など防止としてできる限りのことを行ってきました。利用者の方々、そのお家の方、サポーターの

方やスタッフ等には感染防止に努めていただき、不要不急の外出、外食もやめていただくようにお願

いもしてきました。それでも昨年の暮れにはサポーター1名が感染してしまいました。年末のお忙しい

時期にもかかわらず PCR 検査等、皆様にご協力いただき本当に感謝しております。その結果、本人以

外の感染が無く安堵いたしました。その時に事業所の中で感染者を出すことの大変さを実感し、それ

以降益々気を引き締め感染防止に努めています。 

利用者の方々については、個々に担当者が日々の様子をサービス提供記録に残し、連絡帳やメール、

電話でご家族の方々や自立生活を支えるサポーターの方々との連絡を密にし、特に 2020年度は少しの

体調不良であっても「感染してしまったかもしれない」などと不安を覚えることもあり、日々きめの

細かいサポートに努めてきました。個人面談につきましては感染防止を考慮し、希望者のみとさせて

いただきました。残念なことに 7 月から利用を開始された方も、精神的な不調に加えコロナ感染防止

のため楽しい行事もすべて中止となってしまったことから 12月には退所することとなり、最終的には

13人の利用者に戻ってしまいました。自傷行為が激しくなり、ご自宅で過ごすことができず入院して

しまった人、急遽手術を受けなくてはならなくなった人、毎年参加しておりました豊中支援学校の事

業所説明会や中学校からの職場体験も中止となりました。なかまの店もお休みすることも一定期間あ

りました。研修旅行、お餅つき、忘年会等外部の人との交流会もすべて中止になってしまったこと等、

コロナ禍故に、内外ともに大きな影響をうけた一年でした。その中でもであいランドは一日も休むこ

となく活動を続けることができたのは偏に皆さんのご協力あってのことだと思っています。 

生産活動では体にやさしい食品、島根県のほんき村や高知県高生連から仕入れているお米、アピカ

のノート、奈良県川上村の手作りこんにゃくと木のぬくもりを肌で感じることができる木製品の販売、

卒業式の鉢植え、花束、タオルの洗濯などは昨年同様の売上がありましたが、イベントについてはコ

ロナ禍でほとんどの行事が中止となってしまいました。月々の工賃は維持できましたが、賞与につい

ては減額せざるを得ず、毎日一生懸命働いてくださっている利用者の皆さんには残念な思いをさせる

こととなりました。 



防災についてはコロナ禍ではありましたが、欠くことができないと判断しました。参加者はであい

ランドの利用者とスタッフと参加を希望する会員に限定し、飲食無し、時間も短くして 9 月に開催い

たしました。それ以外の講演会はすべて中止といたしました。また、2021 年 3 月に避難訓練を行い、

玄関からの出火という事で玄関以外の経路を使っての避難を試みました。やはり、厨房からの非常出

口は思った以上に狭く、通路もでこぼこしていて車いす等の移動にはてこずっていました。普段から

非常出口の整備、経路の草刈りや障害物の撤去を行っておくこと等、実際に使ってみないとわからな

いことが多々ありました。   

自立支援としては、本法人が運営するステップハウスでは 2 人の方が自立生活を送っています。で

あいランドの職員とサポーターを派遣しているサポートネットワークの職員とで連絡を取り合い、状

況確認と問題点の解決を行い、より良い環境で生活出来るように活動してきました。サポート状況も

安定し、女性サポーターが定期的に入ることで食事メニューが豊富になり身の回りの整理整頓等にき

めの細かいサポートができています。サポートネットワークの方々には人員不足の中、ステップハウ

スのためにご尽力をいただており大きな問題もなく、それぞれが安定した生活を維持できております。

今後も平常時は、もちろんのこと不定期、緊急時にも対応できるように努力していきます。その他、

女性利用者１名、男性利用者２名の自立生活についても本法人が日常を支える一端として家族、サポ

ーターの方々と連絡を密にしながらの支援を行ってきました。 

次年度に向けても平常時のみならず、今回のような非常時に向けてたくさんの課題に対応できるよ

うに気を引き締め、本法人が目的としている「差別をなくすため」「みんなが幸せになるために私た

ちにできること」を常に念頭に置き活動を続けていきます。 

 

Ⅲ．事業の実施に関する事項 

 

１ 特定非営利活動に係る事業 

①（事業名） 障害者市民、高齢者市民の人権擁護、人権啓発のための相談、関係機関への働き 

       かけ及び障害者市民の自立生活への支援・就労雇用支援・アドバイス・情報提供・各

種相談 

（内 容）事務局に相談窓口を設け、電話等での相談を受け、必要に応じて、関係機関との連携で

個々の課題に対処する。 

（事業場所）豊中市箕輪２－１２－１ 

（実施日時）２０２０年４月１日から２０２１年３月３１日 

（事業の対象者）８人 

（収 益） 家 賃（固定）５２,０００円×１２ヶ月×２人    １,２４８,０００円   

       利用料（不定期） １,７００円×２９３回         ４９８,１００円 

       利用料                            ８５０円 

食事代                        ４２４,２４０円 

         計                       ２,１７１,１９０円 

 

（費 用）  賃借料（家賃）７７,０００円×１２ヶ月         ９２４,０００円 

       光熱水費                       ４５６,２４４円 

       食費                         ４３５,９３９円 



       消耗品費                        ７９,０１１円 

       保健衛生費                          ３２７円 

通信費                         ７４,０７８円 

       修繕費                         １５,４００円 

       手数料                                                      ４４０円 

       火災保険料                            ０円 

       雑 費 (自治会費)                    ２,８００円 

計                       １,９８８,２３９円 

                          １８２,９５１円 

 

箕輪の一戸建て住宅での自立生活は落ち着いてきています。 

 

②事業名 福祉、介護保障などの実践的市民フォーラムの開催 

（内 容）障害者市民・高齢者市民を取り巻く様々な人権問題、制度について、より多くの市民に

理解を深めてもらえるよう、イベント、フォーラム、講習会など企画し、開催する。 

（実施場所）豊中市春日町３－６－８ 

（実施日時）１回目 ２０２０年 ９月２２日（日）１０時～１２時 

       

（事業の対象者）であいランド利用者、職員 

（収 益）                                  ０円 

 （費 用） 講 師 料 １０,０００円× １人×１回           １０,０００円 

       

  資料印刷などは管理費に含まれています。 

 

1 回目 

防災講習会 

日 時：２０２０年９月２２日（月）１０時から１４時 

場 所：特定非営利活動法人で・あ・い事務所 

講 師：阪口青葉さん 

    NＰO法人サポートネットワーク介護福祉士、日本防災士機構防災士、応急手当普及員 

参加者： ２９人 

 

今年は、例年とは違い新型コロナウイルスの影響で随分と生活が変わってしまった。三密を避ける、

消毒をする、マスクをつけるなど、常に守らなければならない状況である。しかし災害は突然起こる

ので、災害時におけるコロナウイルスへの対策を考えておかねばならない。 

 参加者には検温と消毒をお願いし、マスク着用で密にならないように間隔を開けて着席してもらっ

た。会場は常に換気を行い今回は試食を行わず時間を短縮して行った。 

最初にコロナの現状、情報を聞き、それによって変わる避難所運営と実際の状況を教えてもらった。

コロナ禍では今までのように避難所に行っても、距離を保ち密を避けなければならないので、人数制

限をされ、断られてしまう事態が起こる。そのために早めに避難を行うことや、入れなかった場合の



方法も考えておかなければならない。避難所が満員であれば、例えば建物以外の車や屋外に分散しな

ければならない。そんな時に役に立つと紹介された物の一つがアウトドアグッズである。テントや自

炊グッズ、照明等、確かにコンパクトな物が多く簡単に手に入りやすい。コロナの終息がいつになる

か分からない今、自分たちもいろいろな工夫をし、考えていかなければならないと思った。講習会の

中で講師と参加者のやり取りを見ていると、少しずつではあるが自分たちも身についているように思

えた。やはり毎年続けていることは大切なことであり、続けていかなければならないと感じた。 

今回は試食はせずに、非常食や防災グッズなどを紹介して、持ち帰ってもらった。 

 

③事業名  障害者市民施策への提言、研究 

（内 容）障害者市民・高齢者市民があたりまえに地域で生きていくための制度、施策について調

査、研究し当会が所属する「国障年豊中市民会議」の活動を通じて行政に対して提言と

開発を進める。 

（実施場所）豊中市役所内 

（実施日時）年１回 

（事業の対象者）一般希望者約５人（新型コロナ感染防止のため各代表が参加） 

（収 益） ０円 

（費 用） ０円 

             連絡、移動などの諸経費は管理費に含まれています。 

 

昨年度に引き続きスプリンクラー設置問題、保育所問題、病院等での障害者に対する差別的な対

応についての話し合いを行いました。国障年では障害者差別禁止条例制定に向けての勉強会を行

っています。本法人からも事務局ベースでの参加をしています。今後も障害者があたりまえに生

活できる社会を目指して活動していきます。 

 

④事業名  行政、市民団体と協働し、障害者市民、地域社会とのネットワークづくり 

（内 容）障害者市民及びそれを取り巻く人々のネットワークを広げていくため、交流会を、 

      開催する。 

    実施できませんでした。 

 

⑤事業名 障害者団体への運営支援と実践 

（内 容）障害者市民の、所得の確保、介護者の確保等、様々なサービスを提供しつつ障害者市民

の自立を目指し、実践している団体の運営支援。 

（実施場所）豊中市春日町３－６－８ 

（実施日時）随時 

（事業の対象者）障害者団体 

（収 益） ０円 

（費 用）  ０円 

       今年度はありませんでした。 

 

 



⑥事業名 障害者関係の情報誌発行などによる、各種情報の集積と発信 

（内 容）障害者市民・高齢者市民を取り巻く様々な福祉制度、サービスの情報を収集・集積 

      し、より多くの市民に提供すべく、情報誌を発行する。 

（実施場所）豊中市春日町３－６－８ 

（実施日時）年１回 

（事業の対象者）一般希望者１０００人 

（収 益）  ０円 

（費 用）  ０円 

    通信費などの諸経費は管理費に含まれています。 

 

⑦事業名 障害者の日常生活及び社会生活を総合的に支援する為の法律に基づく障害福祉サービス事

業 

（内 容）であいランドに所属する障害のある人達の生活支援、生産活動の機会の提供その他 

     の必要とされる援助等 

（実施場所）豊中市春日町３－６－８ 

（実施日時）通年 

（事業の対象者）であいランドの利用者１３人 

（収 益） であいランド(利用者の生産活動の収入）           １１,２０９,５４４円 

           福祉事業（報酬）                                 ３５,８３９,３２５円 

        利用者からの食事代                        ９９６,４５０円 

             計                                             ４８,０４５,３１９円 

 

（費 用） であいランド（利用者の工賃Ａ）15,000円×13人×12ヶ月  ２,３４０,０００円 

      であいランド（利用者の工賃Ｂ）                ３８,６８２円 

         であいランド（利用者の工賃Ｃ）30,000円×13人×１回      ３９０,０００円 

       であいランド（利用者の工賃Ｄ）25,000円×13人×１回      ３２５,０００円 

      であいランド（利用者の生産活動の支出）          ８,１１８,６２６円 

            福祉事業の支援員の人件費等               ２７,０４１,９１０円 

                    給料手当    20,538,627円 

                                       法定福利     2,972,479円 

                                       福利厚生    2,762,804円                      

                    退職金共済金   768,000円            

計                                             ３８,２５４,２１８円 

                                                   ９,７９１,１０１円 

その他の経費は管理費に含まれます。 

 

 

 

 



Ⅳ．社員総会の開催状況 

第１回定時総会 

１．日  時：    ２０２０年５月２５日 

           １５時３０分から１６時３０まで 

２．場  所：    特定非営利活動法人で・あ・い事務所 

           豊中市春日町３丁目６番８号 

３．出席者数         正会員４４人中 

           出席者      １６名（個人会員１６人  団体会員 0 人） 

           委任状(書面表決書)２５通 

 

正会員総数４４人中正会員１６人の出席と書面表決書２５人分を得たので法人定款２７条の規定に基

づき、本会は成立すると司会が宣言した。 

 

４．議長、議事録署名人の選任 

    特定非営利活動法人で・あ・いの総会を開催するため、上記のとおりの者が出席した。 

    議長を選出すべく、立候補を求めたところ小川健一郎氏が立候補し、他に立候補するものがなか

ったため、出席会員の挙手及び意思表示にて小川健一郎氏が選任された。また、同じく議事録署

名人の立候補を求めたところ、本日出席の伊達弥生氏、竹内裕子氏の２名が立候補し、他に立候

補するものがなかった。出席会員の挙手及び意思表示にて両名が選任された。後、議長は議長席

に着き、１５時４０分特定非営利活動法人で・あ・い総会の開会を宣言し、議事に入った。 

 

５．議事  

第１号議案 第２号議案 

特定非営利活動法人で・あ・いの２０１９年度事業報告書、活動決算書の承認に関する件 

議長は、２０１９年度事業報告、活動決算の報告をするように求めた。総会資料の事業報告書、

活動計算書（２０１９年４月１日から２０２０年３月３１日）と２０１９年度貸借対照表、財産

目録に基づき、竹内裕子氏、小川健一郎氏、村井秀美氏より事業報告と活動計算の報告を行った。

報告内容に関しての竹内浩一監事による会計監査の結果が監査報告書及び口頭により提示され

た。議長は、本義案の承認を諮ったところ、書面による議決権行使を含め賛成多数をもって原案

どおりこれを承認し、本件は可決された。 

 

第３号議案 第４号議案 

特定非営利活動法人で・あ・いの２０２０年度事業計画書、活動予算書の承認に関する件 

議長は、２０２０年度事業計画、活動予算についての説明をするように求めた。総会資料の事業

計画書、活動予算書（２０２０年４月１日から２０２１年３月３１日）に基づき、村井秀美氏よ

り事業計画書（案）と活動予算書（案）の説明と提案を行った。議長は本議案の承認を諮ったと

ころ、書面による議決権行使を含め賛成多数をもって原案どおりこれを承認し、本件は可決され

た。 

   確認事項 

   定款及び趣旨書等の内容に大幅な変更がない限り、文章表現についての変更は代 



   表者に一任する。  

      議長は、以上をもって特定非営利活動法人で・あ・いの総会に関するすべての議事を 

   終了した旨を述べ、閉会を宣した。（１６時３０分） 

 

 

Ⅴ．理事会の開催状況Ⅴ 

第１回 

１．日  時：２０２０年５月８日（金） 

     １３時から１４時 

２．場  所：特定非営利活動法人で・あ・い事務所  

３．出 席 者：安東文也、小川健一郎、吉野いし枝（委任状有）、中野正江（委任状有）、 

中谷宏子（委任状有）、田代洋和、村井秀美、竹内浩一（委任状有）、 

竹内裕子、加味保子（委任状有）               敬称略  

 ４．報告及び審議事項 

   ①２０１９年度 事業報告、決算報告の件 

②２０２０年度 事業計画案、予算案の件 

③その他の事項 

 

５．議事の経過の概要及び議決の結果 

理事の出席を確認し、理事会が成立することが確認された。互選により竹内裕子氏を議長

に選び、上記の議案について逐次審議することになった。議長より議事録署名人を２名選

任する旨を諮り、小川健一郎氏と村井秀美氏からの挙手があり承認された。    

 

報告及び審議 

 

議案１．２０１９年度事業報告、決算報告の件 

    事務局長村井秀美氏より２０１９年度事業報告書に基づき報告がなされた。また、小川

健一郎氏より防災講習会、避難訓練の報告がなされた。避難訓練では前もって予定を伝

えず、実行したこと。とっさの出来事にどれだけのことができるのかを見るいい機会に

なったとの報告があった。非常用ヘルメットを全員がかぶることができたなども報告さ

れた。古武術介護講習会と人権講習会、旅行については竹内裕子氏より、講習会は２回

予定していたが、新型コロナ感染拡大防止のため１回は中止になったとの報告がされた。

異議なく、承認された。 

議案２．２０２０年事業計画案、予算案の件 

    担当者より２０２０年の事業計画案と予算案に基づき報告がなされた。事業計画につい

ては新型コロナ感染拡大防止により、変更される可能性があるとことも報告された。異

議なく、承認された。 

 

議案３．今後予定は下記の通り予定していますが、新型コロナ感染状況により変更になる事もあ

るとの報告があった。 



     ８月       古武術介護 

     ９月       研修旅行 

              防災講習会  

              個人面談 

    １０月       市民運動会参加 

    １２月       忘年会 

     

以上により本日の議題を終了し、議長は理事会の閉会を宣言した。 

 

第２回 

１．日  時：２０２０年７月２６日（日）  

     １０時３０分から１１時３０分 

２．場  所：特定非営利活動法人で・あ・い事務所  

３．出 席 者：安東文也、小川健一郎、中野正江、中谷宏子、村井秀美、竹内裕子、竹内浩一 

（委任状有）加味保子、吉野いし枝 

欠席：石原朋和                         敬称略 

４．報告及び審議事項 

   ①活動報告及び会計報告（４月から６月）の件 

②今後の活動、研修会、講演会実施予定の確認の件 

③その他報告事項 

５．議事の経過の概要及び議決の結果 

理事の出席及欠席者を確認し、理事会が成立することが確認された。互選により竹内裕子

氏を議長に選び、上記の議案について逐次審議することになった。議長より議事録署名人

を２名選任する旨を諮り、小川健一郎氏と田代洋和氏からの挙手があり、承認された。 

 

報告及び審議 

議案１．活動報告及び会計報告（４月から６月）の件 

     各担当者から会計報告、活動報告がなされた。新型コロナ感染拡大に基づき緊急事態

宣言のもと各イベントはもとより学校やなかまの店などがお休みとなり、であいラン

ドの生産活動にも影響が出ている。利用者の工賃はまかなうことができたが、夏の賞

与が減額となってしまったことが報告された。事業所の中でも感染防止に努力を続け

ていることも報告された。利用者 A さんの自傷行為が続いていること、通院中ではあ

るが、お薬もあまり効果のないこと、利用者Ｂさんが 7 月 6 日（月）から、であいラ

ンドで一緒に活動をはじめ利用者数が 14人になったことが報告された。 

     

議案２．今後の活動、研修会、講演会等の実施予定の件 

①特定非営利活動法人であい定時総会は 5月 25日役員、事務局、一部会員の出席と書

面表決書にて満場一致で可決されたことが再度報告され、今後の研修会や講演会に

ついて下記の通り事務局から提案され、全員異議なく承認された。 

古武術介護講習会   中止 



研修旅行       中止 

防災講習会についてはコロナ禍であっても防災については命を守ることは同じ、 

感染防止につとめ、開催時期、開催方法を確認して開催する。 

開催予定 

日 時 ２０２０年 9月 22日（火） １０時から１２時 

場 所：特定非営利活動法人で・あ・い事務所 

              講 師：NPO法人サポートネットワーク 阪口 青葉さん  

日本防災士機構防災士、応急手当普及員 

                  講師料  10,000円 

餅つき大会   規模を縮小して実施予定(コロナ感染状況を確認の上) 

忘年会   規模を縮小して実施予定(コロナ感染状況を確認の上) 

人権講演会 武田達城さん講演会 2021年 1月予定(コロナ感染状況を確認の上) 

人権講演会 小林敏昭さん講演会 2021年 2月予定(コロナ感染状況を確認の上) 

 

議案３．その他報告事項 

    今後の理事会の日程として、 

     第 3回理事会は１０月２５日（日） 

第 4回理事会は２０２１年 1月 

                                      

以上により本日の議題を終了し、議長は理事会の閉会を宣言した。 

 

第３回 

１．日  時：２０２０年１０月２５日（日）  

      １０時３０分から１１時３０分 

２．場  所：特定非営利活動法人で・あ・い事務所  

３．出 席 者：安東文也、小川健一郎、石原朋和、田代洋和、村井秀美、竹内浩一 

吉野いし枝、中野正江、加味保子、中谷宏子、竹内裕子 

               敬称略 

   ４．報告及び審議事項 

①活動報告及び会計報告（７月から９月）の件 

②今後の活動、研修会、講演会実施予定の確認の件 

③その他報告事項 

５．議事の経過の概要及び議決の結果 

理事の出席及欠席者を確認し、理事会が成立することが確認された。互選により竹内裕

子氏を議長に選び、上記の議案について逐次審議することになった。議長より議事録署

名人を２名選任する旨を諮り、小川健一郎氏と田代洋和氏からの挙手があり、承認され

た。 

 

報告及び審議 

議案１．活動報告及び会計報告（７月から９月）の件 



    各担当者から報告がなされた。であいランドとしては感染防止に努め一日も休む事なく

活動ができている。しかし利用者のＡさんの精神状態がかなり不穏続きで通院している

が、お薬を合わすそうとしているが難しい状態にある。家でもであいでも側に誰かがい

ないと寝ない状況であり、自傷行為が続いている。防災講習会は 2 時間以内、座席も離

し、参加者は利用者、スタッフ、その他希望する会員とで合計 29名で実施。コロナ禍で

あっても災害は起きる、そのための注意点を聞くことができたとの報告があった。会計

報告についてはであいランドの生活介護については変りないが、利用者の工賃となる生

産活動については 7 月からなかまの店が再開されたのみでイベントはすべてが中止とな

り収入減となってしまった。予想通り利用者の冬季賞与は減額することとなった。（8月

支給）ステップハウスの定例利用についてはほぼ変わりないが、突発的な利用について

は飲食を伴うことが多いので受け入れを少なくしている。 

    ただ、休憩に立ち寄ることについては問題ないとし、利用料を 10月から 500円徴収する

こととなった。 

    議案２．今後の活動、研修会、講演会等の実施予定確認の件 

１．餅つき大会  未定 

２．忘年会    未定 

３．人権講演会小林敏昭さん  中止 

４．人権講演会武田達城さん  中止 

 

議案３．その他の報告事項 

    ・自立生活をしている利用者Ｃさんが夜中に嘔吐をした。その時点でのサポーターの判

断で救急車を呼び入院。検査の結果、特に異常はなく急性胃炎とのこと。 

     コロナ禍での入院はかなり厳しい状況に置かれることを実感している。ただ、今回の

入院については検査もできて特に悪いところがないことがわかって安心材料にもつな

がった。ただ、Ｃさんの退院後、その病院の別フロアーでコロナ感染が判明し、入院

していたＣさんが濃厚接触者扱いとなり 2週間の自宅待機となってしまった。 

    ・Cook de 愛より、体育祭がなくなったことで弁当の注文が無くなって利益が減ったと

の報告があった。 

・今後の理事会の日程として、第 4回理事会 ２０２１年１月３１日（日） 

 

以上により本日の議題を終了し、議長は理事会の閉会を宣言した。 

 

第 4回 

１．日  時：２０２１年３月２１日（日）  

     １０時３０分から１１時３０分 

２．場  所：特定非営利活動法人で・あ・い事務所  

３．出 席 者：安東文也、小川健一郎、石原朋和、田代洋和、村井秀美、竹内浩一 

吉野いし枝、中野正江、加味保子、中谷宏子、竹内裕子 

              敬称略  

  



４．報告及び審議事項 

①活動報告及び会計報告（１０月～１２月）の件 

②研修会、講演会実施報告、今後の予定の確認の件 

③その他報告事項 

５．議事の経過の概要及び議決の結果 

理事の出席及欠席者を確認し、理事会が成立することが確認された。互選により竹内裕子

氏を議長に選び、上記の議案について逐次審議することになった。議長より議事録署名人

を２名選任する旨を諮り、石原朋和氏と小川健一郎氏からの挙手があり、承認された。 

 

報告及び審議 

議案１．活動報告及び会計報告（１０月から１２月）の件 

    7月に利用を開始したＢさんが 12月に退所した。精神的に不安定な部分が多く、自宅で

は自傷行為があり、お薬を欠かすことができず、朝も起きるのが難しく通所も困難な日

が続いていた。また、コロナ禍により制限のある生活が不安定を一層増やす事となった

と思われる。Ａさんは 11月末よりますます自宅での自傷行為が激しくなり、同居の祖父

母にも攻撃的になった。事業所でもドアガラスに頭をぶつけていき割ってしまうこと、

床に頭から倒れこんでいくなどとても日常生活を送ることが難しくなりＳ病院に入院を

した。暫くはお薬を合わす等検査を含めた入院が続く予定。であいランドに於いてはＡ

さんの退所、Ｂさんの入院と収入に影響がでることは間違いないが、コロナ禍に於いて

全員が健康的に生活できるように日々を送ることを一番に考えていきたい。生産活動は、

ノートの販売が大きく伸びたので月々の工賃はまかなっていけるが、イベントの売上の

減少から利用者の冬期賞与が減少することとなったとの報告があった。 

 

議案２．研修会、講演会実施報告、今後の予定の確認の件 

    2020年 9月の防止講習会以降の予定はすべて中止となった。ただ、２０２１年３月２２

日に避難訓練だけは実施した。防災士であるサポートネットワークの阪口さんにも参加

していただき玄関付近から火災が発生したとし、厨房の非常出口から避難した。普段か

ら使い慣れていない場所での車いす移動など困難と感じる部分もあったが、それも含め

て気づくことが多々あり、いい訓練になった。災害時の役割分担については、あまり有

効に利用できなかったことが残念であったが、次回への課題とし実践に備えていきたい。 

今後の予定 第 1回理事会 4月２９日（木）１０時３０分から 

      ２０２１年度特定非営利活動法人であい定時総会 

５月１６日（日）１０時３０分から 

但し、コロナ感染状況により変更がある。 

 

議案３．その他報告事項 

    Cookde愛 

今年度で店を閉めたい。現在は責任者２人体制で行っているが、体力的、年齢的な事が大

きい要因。会計、献立、食品を扱うことで食中毒を出さないよう毎日緊張感が絶えない。売

上も思わしくなく、責任者と言うことでまともな賃金ももらってない。それに対する不満は



ないが、責任を負うことへの不安がつのってきている。しかし後継者が見つからない。何人

かに声掛けはしているが、お手伝いするなら良いが、自分が責任を負うことはできないと言

う感じ。 

    であいランド 

Cookde 愛からの収入はであいランド利用者の方々の工賃の大半を占めている。できれば規模

を小さくしてでも続けてもらいたいと考えている。今すぐに結論を出さず、他の Cookde 愛

のメンバーにも話を聞きながら対処していきたい。竹内浩一氏が問題点と課題をまとめ、

今後の方向性を決めていきたい。法人としては今後も継続できるようにできるだけの協力

をしていくこととなった。 

 

以上により本日の議題を終了し、議長は理事会の閉会を宣言した。 


